
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：稲城市廃棄物減量等推進員連絡協議会 ＜第 17号＞ 

平尾地区では、ごみ減量のために様々な取り組みを行っています。 

リサイクル・フリーマーケット 

平尾地区自治会協議会（四自治協）主催の恒例企画。 

６月は平尾団地商店街広場、11月はふれんど平尾にて開催し、

毎回大変多くの地域住民で賑わいます。 

値引き交渉、思わぬ掘り出し物に出会えることも…！ 

本のリサイクル市 

平尾分譲住宅自治会では、 

自治会員から読み終わった本を 

ご寄付いただきリサイクル市を 

開催しています。 

廃油リサイクルで石鹸つくり 

平尾住宅自治会お手製の石鹸。 

換気扇の油汚れに効果アリ！ 

是非一度お試しください♪ 

※左記のリサイクル・フリー 

マーケットで販売しています。 

第二次稲城市一般廃棄物処理基本計画による基本理念 

『４Ｒ＋１の推進による循環型まちづくり』 
Refuse   リフューズ（発生抑制）   ごみになるものを発生させないこと。 

Reduce   リデュース（排出抑制）   修理してものを大切に使う、ごみの発生の少ない商品を買う、 

資源の分別を徹底するなど、極力ごみを出さないこと。 

Reuse    リユース（再使用）       いったん使用された製品や容器などを繰り返し使うこと。 

Recycle  リサイクル（再資源化）   ごみを資源として再利用すること。 

 

 
Cooperation   コオペレーション（協働） 

市民・自治会、事業者、教育機関、関連団体と行政の協働の仕組み 

 



＜平成 30年 12月発行＞  編集・発行：平尾地区推進員 問合せ先：環境課ごみ・ﾘｻｲｸﾙ係 ３７８－２１１１ 

「資源ごみ集団回収」とは、「自治会や管理組合、子供会など地域の団体が 

自主的に古新聞やアルミ缶などの資源物を集めて、市へ登録した回収業者へ引き渡す 

活動のことで、現在、市内 74団体が登録しています。（平成 30年 9月末現在） 

集団回収は、「実施団体」、「行政」、「回収業者」の三者が協力することで成り立っている 

循環型まちづくり推進のための実践的な協働の取り組みです。 

 活動によって地域での交流の機会が増えることや 

回収量に応じて補助金が出るなど、実施団体にもメリットがあります。 

興味のある方は、環境課までご相談ください。 

ライターやスプレー缶など引火性の強いものが 

分別されずに燃えないごみに混入して出されますと、

車両や処理施設での火災を引き起こし、周辺一帯を 

巻き込んだ大惨事に繋がるおそれがあります。 

中身が残ったままのライターやスプレー缶、 

カセットボンベは非常に危険です。無理にガス抜きは

せずに有害物の日に出してください。 

また、近年、電動カミソリなどに使用されている 

モバイルバッテリーなどが燃えないごみとして 

出されていることがあります。 

 

充電式電池内蔵型小型電子機器 
（電動歯ブラシ、電動カミソリ、 

モバイルバッテリーなど）は、 

有害物・金属物の日に出してください。 

火災などの危険性が高いため、他のごみに混入させ

ないでください。 

ごみを出す前に、分別が正しくできているか、 

もう一度、確認をお願いします。 

 

 

 

 

適正な分別にご協力ください！ 

クリーンセンター多摩川ピット内 

での調査の様子 


